
施設名:

向山ブルースカイ 人数 備　　　考

西坂　孝 1名

就労継続支援B型 1名

1名

鳥取県倉吉市和田東町向山９１４－５８－２ 5名

3名 名

1名　　 名

4名 名

名

8名

３　主な事業内容 （１）施設整備計画

①体育活動 ①体育活動

項　目

１　基　本　方　針

向山ブルースカイ

定 員

（１）施設整備実績

春季合同運動会・倉吉市障がい者体育大会・鳥取県障害者体育大会に参加、地

域交流を行い、健康な体力作りを行った。

職名

平成3年4月1日開 設 年 月 日

実 施 事 業

事　業　計　画

正 規 職 員 数

契 約 職 員 数

（１）施設整備事業

２　運　営　方　針

事　業　実　績　報　告　書事　業　実　績　報　告　書事　業　実　績　報　告　書事　業　実　績　報　告　書令和元年度令和元年度令和元年度令和元年度

事 業 所 名

準 職 員 数

施 設 長 ・ 管 理 者 名

所 在 地

施設長

サービス管理責任者

生活支援員

職業指導員

事　業　実　績

（２）事業活動

２０人 実績利用者数　　22/日 達成率　110　％

　　玄関風除室建設工事　他

（２）事業活動

計

（２）事業活動

　 玄関風除室建設工事　他

 ご利用者様が、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動の機会の提供を通じて、その知識及

び能力の向上のために、必要な訓練その他の便宜を適切かつ効果的に行うものとし、一般就労に必要な知識能力が高まれば、一般就労に向けて支援をします。また、

地域や家族との結びつきを重視した運営を行い、関係市町村、指定障害者支援施設や障害福祉サービス事業者、地域の保健・医療機関・福祉サービス事業所との密

接な連携を図り、総合的な福祉サービスの提供に努めます。

（1）規則正しい日課の中で、個人々を尊重し、個別支援計画に基づいたモニタリングを行い、就労と生活活動の場である様に、ご利用者様の様々なニーズを支えた支

援を行います。

（２）就労継続支援として、ご利用者様の意思を尊重し、働きやすい就業環境の整備を図り、生産活動や就労に必要な知識を高め希望・能力に応じて、一般就労への移

行を目指します。

（３）障がい者就業地域生活支援センター等の関係機関と連携し、連絡調整等を行って行き、ご利用者様をしっかりと支えるサービスを行います。

（４）職員間の絆と輪を築き、礼節ある行動をもって、向上心が高く、相手に対して、言葉使いを正しく、連繋して“深い思いやり”と“感謝（おかげさま）の心”をもって、楽し

くて和みやすい施設づくりを進めます。

（５）施設内環境・施設外庭園整備の日・大掃除の日を設け、安心して安全な生活ができる環境と、業務を行う施設を目指します。

（６）施設利用満足度調査を実施し、支援サービスの状況を検証し、改善を行い楽しかったと思える支援を行います。

（７）自主製品のＰＲ活動を行い、販路拡大に努めます。

（８）就労継続支援として、ご利用者様の意思を尊重し、個々の希望能力に応じて、全のご利用者様が、従事できる作業内容を整え工賃向上へ向かって取り組み、働き

やすい作業環境を整えて行き、一般就労、自立へと繋がる支援を行います。

春季合同運動会・倉吉市身体障がい者体育大会・鳥取県身体障がい者体育大会に

参加して、地域・他施設との交流を図るとともに、健康な体力作りを行います。

３，２４０千円 ２，９５１千円



②文化活動

５　防災・火災、救助

体制

４　安全管理・衛生

　　　　　　管理

（１）ご利用者様が安心且つ安全に生活していただけるよう、安全対策委員会を開催

しヒヤリハット・アクシデント・施設内点検の報告をもとに検証を行い、その結果を踏

まえ、事故防止に努めます。また設備・備品等の安全管理を行い、物品等の整理整

頓及び福祉用具のメンテナンス等環境整備に努めます。

（２）感染症予防対策

感染症予防対策委員会を開催し（インフルエンザ・ノロウイルス等）に向け衛生面の

向上と予防対策の徹底を図ります。

（３）ご利用者様の健康管理を、毎月２回嘱託医による健康相談と年１回定期健康診

断で行います。またトリシエ工房は、毎月検便を行います。

（４）職員健康管理は、年１回定期健康診断を行います。

（５）事故防止に努め、安全面に配慮します。

①ご利用者様個人の心身状態を考慮し、交通法令を順守し安全第一を念頭に置い

た

走行及をまた、車両の定期的な点検・整備を行いご利用者様の安全確保に細心の

注意を払い運転します。

②施設内、周辺（向山地内）の見廻りを徹底し、事故防止に努めます。

（３）当施設は、高台に立地しており水害の懸念はないが、敷地法面崩落の危険及

び施設へ行く道路が「土砂災害警戒区域」にあることから、災害対応マニュアルに

沿った迅速かつ適切な対応ができる様に、避難訓練を実施して、緊急時に備え

た。また見回りをおこなった。

③クラブ活動

1.施設を公開して、年間の行事・日常生活活動の写真及び各作品を展示、利用者

様が自主的に担当するコーナーを作り家族様・地域の皆様に見ていただき、参加

していただき、一緒に楽しむ地域交流を行った。

２.社会見学研修旅行を通して、見聞を広めるとともに、ご利用者様と職員の親睦を

図り支援サービスの向上を図った。

災害対応マニュアルにより、防災及び災害時の人命の安全、被害の軽減を図りま

（１）ご利用者様の実態に即した防災訓練、地震想定・消火訓練（最低年２回）を実施

（３）当施設は、高台に立地しており水害の懸念はないが、敷地法面崩落の危険及

び施設へ行く道路が「土砂災害警戒区域」にあることから、災害対応マニュアルに

沿った迅速かつ適切な対応ができる様に、避難訓練を実施し、緊急時に備えます。

（１）ご利用者様の実態に即した防災訓練、地震想定・消火訓練を（8月.11月.年２

回）実施した。

（１）ご利用者様が安心且つ安全に生活していただけるよう、安全対策委員会を開

催しヒヤリハット・アクシデント・施設内点検の報告をもとに検証を行い、その結果

を踏まえ、事故防止を行う。設備・備品等の安全管理を行い、物品等の整理整頓

及び福祉用具のメンテナンス等環境整備を行った。

（２）感染症予防対策

感染症予防対策委員会を開催し（インフルエンザ・ノロウイルス等）に向け衛生面

の向上と予防対策の徹底を図った

（３）ご利用者様の健康管理を、毎月２回嘱託医による健康相談と年１回定期健康

診断を実施した。またトリシエ工房は、毎月検便を実施した。

（４）職員健康管理は、年１回定期健康診断を実施した。

（５）事故防止に努めて、安全面に配慮を実施した。

①ご利用者様個人の心身状態を考慮し、交通法令を順守し安全第一を念頭に置

いた走行及をまた、車両の定期的な点検・整備を行い、ご利用者様の安全確保に

細心の注意を払う運転を行う。

②施設内、周辺（向山地内）の見廻りを徹底して、事故防止を行った。

（５）新型コロナウイルス感染予防に注意し、マスクの着用、手洗い、消毒を徹底

した。

毎月、2回のクラブ活動：音楽・カラオケ・将棋・トランプ・園芸・懇親等、を行い日々

の意欲活力向上を図った。

②文化活動

１.施設を公開し、１年間の行事と職員も含めた個人作品を展示します。またご利用

者様が担当する各種コーナーを作り、家族様・地域の皆様に見ていただき、一緒に

楽しみながら地域交流を行います。

２.社会見学研修旅行を通して、見聞を広めるとともに、ご利用者様と職員の親睦を

図り支援サービスの向上を図ります。

 ③クラブ活動

毎月、3回のクラブ活動：音楽・カラオケ・将棋・トランプ・園芸・懇親等、を行い日々の

意欲活力向上を図ります。

（２）外部からの侵入者、不測の事態に備えた防犯訓練を実行します。 （２）外部からの侵入者、不測の事態に備えた防犯訓練（3月）実施した。



・法人の「国家資格等取得者」に対する助成要綱」による、資格取得に対する助成制

度を活用し、社会福祉主事資格通信課程の受講を受け知識と技術の習得を図る。

６　職員の資質の向

上と研修

・鳥取県サービス管理責任者研修に参加して、これまでの業務内容を振り替えると

ともに実践内容の確認をし、知識技術の底上げを図った。

・権利擁護人材育成研修会に参加し、生活支援員についての役割、権利擁護を支

える人の輪を広げた。

・鳥取県社会就労センター協議会への参加

・鳥取県身体障害者福祉施設協議会への参加

・鳥取県中部地区福祉セミナー（事業所説明会）に参加、中部地区の各事業所の

活動内容や製品等の見学を通して、児童生徒及び保護者に対して、卒業後の進

路選択に活かせる情報提供を行う。

・統合失調症・気分障害等の疾患の理解（前半）研修に参加、精神障害の理解を

深めるとともに発達障害の基本的知識の障がい特性を踏まえた支援必要性につ

いて学ぶ

・社会福祉施設の食中毒・感染症に対する対応・ハサップ等社会福祉の衛生管理

について学ぶ。

・福祉サービス苦情解決事業研修会に参加して、福祉におけるクレーム対応につ

いてクレームから築く、人間関係・クレーム対応について学ぶ。

・認知症サポーター研修に参加して、地域で高齢者の皆様の見守り・相談に寄与

できる役割を担うサポーターを育成、し地域と連携した貢献ができることを学ぶ

・統合失調症・気分障害等の疾患の理解（後半）研修に参加、精神障害の理解を

深めるとともに、発達障害の基本的知識の習得と障がい特性を踏まえた支援の必

要性について学ぶことで精神障碍者への支援の充実、対応の向上を行う。

・障害者虐待防止等研修に参加し、障害者虐待防止法・虐待防止支援チームの派

遣・障害者虐待対応の流れと、基本姿勢について学ぶ。

・安全運転管理者講習に参加して、交通事故防止・交通情勢と安全運転管理実

務・安全運転指導・交通事故を防ぐ効果的な運転管理について学ぶ。

・強度行動障害がある人の基本的理解研修に参加して、自閉症スペクトラム知的

障害のある方の行動面の問題に対する、エビデンスに基づくアプローチについて

学ぶ

・鳥取県身体障害者福祉施設協議会生活職業支援部会に参加して、不審者対応

について学ぶ。

・部落解放研究倉吉集会に参加し、差別解消・人権問題について正しく理解する

・HACCPの土台となる一般衛生管理プログラムに参加して、衛生管理を学ぶ。

・鳥取県身体障害者福祉施設協議会生活職業支援部会に参加して、不審者対応

について学ぶ

①就労支援専門職研修会の参加を通じ、就労支援技術の習得を目指します。

・鳥取県就労事業振興センター協議会への参加

・感染症予防研修会に参加して、社会福祉施設で発生しやすい感染症及び結核

の予防対策発生時の対応について学ぶ。

②研修参加者は、伝達研修を行い今後の支援に活かせるよう、共通理解を図りま

す。

③実務経験の少ない職員については、知識・技術・経験の高い職員により実務を通

した研修育成を行い、施設職員全体の知識能力向上を図ります。

（４）職員の資格取得のための取り組み

（１）外部研修への参加

①職員全員が輪となり繋がる心を持ち協力し合って働ける（協働と連携）チームワー

クを形成していくためにも、施設内会議、各種委員会、職場研修等でスキルアップを

めざします。

施設内外の各種研修を通して職員の資質向上を図ると共に、専門知識及び技術の

向上を目指します。

（３）施設内のＯＪＴ・職場研修の実施

（２）法人内部研修への参加

①障がい者専門職研修会への参加を通じ、知識、技術の習得に努めます。

・介護保険実地指導の主な指摘事項等についての研修に参加して、実地指導指

摘事項・指導監査の実施、介護職員処遇改善加算・特定処遇改善加算について

学ぶ。

・記録の目的、役割、書きかたの基本研修に参加して、支援実績記録・ケース記

録・支援記録等記録を正しい記録として残すことを学ぶ。

・鳥取県サービス管理責任者等連絡会中部例会に参加して、日常の取り組みや困

りごと、支援センターへ聞きたいこと等の情報交換を行い地域のネットワーク作り

・鳥取県身体障害者福祉施設協議会生活職業支援部会に参加して、「全ては、笑

顔でうまくいく」方法を学ぶ。

・法人の「国家資格等取得者に対する助成要綱」による資格取得に対する助成制度

を活用し、職員の資格所得意欲とキャリアアップを促します。

②商品開発、販売研修会の参加を通じ、モチベーションアップ・自己研鑚を促し、情

報収集等による先進的な技術の習得に努めます。

②法人内の研修は、研修内容に応じた職員が参加し、施設の業務に活かします。



ご利用者様やご家族様と、保育園・小学校、地域・団体等との交流の場を設ける等、

しながら、社会参加を積極的に図られることを目指していきます。

（１）広報誌の発行・配布

発行回数：春・夏・秋・冬：年4回

配布先：市町社協、各種障害事業所、就労関係施設、病院、役所等

（２）地域交流行事

  5月：合同運動会

  6月：倉吉市身体障害者体育大会

  7月：倉吉養護学校産業現場実習

10月：鳥取県身体障害者体育大会

　　　：倉吉養護学校産業現場実習

11月：合同作品展

　1月：倉吉市部落解放文化祭

　　　　向山3施設とんど祭り

  2月：インターシップ職場体験実習

・広報誌を年４回発行し、社協・障害事業所・関係施設に配布を行った。

・合同運動会を開催した。

・鳥取県・倉吉市身体障害者体育大会に参加した。

・合同作品展を実施開催した。

・社小学校との交流（就労継続支援見学会・運動会・合同作品展）を行った。

・倉吉養護学校高等部生徒の受入産業現場体験交流を実施した。

・倉吉市部落解放文化祭に、作品展示を行う。

・向山ブルースカイ・向山保育園・みのりサングリーン交流「とんど祭り」を行った。

７　各種団体との連

携と地域交流



季節・年間行事季節・年間行事季節・年間行事季節・年間行事
施設名：

実施月 行事計画

平成31年

4月

・誕生会

・創立記念合同昼食会

・花見外出

・クラブ活動

令和元年

5月

・誕生会

・端午の節句会Ⅰ

・合同運動会

・クラブ活動

6月

・誕生会

・端午の節句会Ⅱ

・倉吉市身体障害者福祉協会体育大会

・クラブ活動

7月

・小遠足

・クラブ活動

・七夕会

・第1回避難訓練

8月

・納涼会

・社会見学研修旅行

・クラブ活動

・避難訓練

9月

・誕生会

・鳥取県身体障害者体育大会

・クラブ活動

10月

・誕生会

・小遠足

・クラブ活動

11月

・誕生会

・合同作品展

・クラブ活動

・第2回避難訓練

12月

・誕生会

・クリスマス会

・忘年会

・クラブ活動

令和2年

1月

・仕事始会

・とんど祭り

・倉吉市部落解放文化祭

・クラブ活動

2月

・誕生会

・豆まき節分

・クラブ活動

・家族との連絡会

3月

・誕生会

・桃の節句会

・記念撮影

・クラブ活動

・防犯訓練

・4/13創立記念合同昼食会

・4/5花見外出

・4/16誕生会

・4/19・26クラブ活動

・5/16端午の節句会

・5/10・24クラブ活動

・5/22誕生会

・5/31合同運動会

・6/2倉吉市身体障害者福祉協会体育会

・6/7・14クラブ活動

・6/19誕生会

・6/12端午の節句会ちまき作り

・7/10七夕会

・7/13クラブ活動

・7/23小遠足

・7/5・26クラブ活動　・7/31避難訓練

向山ブルースカイ

・1/6仕事始会

・1/29誕生会

・1/15とんど祭り

・1/10・17クラブ活動

・2/7.8.9　倉吉市部落解放文化祭

・2/5節分豆まき

・2/26誕生会

・2/7・14クラブ活動

・3/25誕生会

・3/6桃の節句会

・3/6・13クラブ活動

・3/26防犯訓練

・3/30元年度記念撮影

行事実績

・8/3クラブ活動

・8/2.16クラブ活動

・8/21納涼会

・8/29避難訓練　8/6誕生会

・9/6社会見学研修旅行

・9/26鳥取県障害者体育大会

・9/19誕生会

・9/13クラブ活動

・10/17誕生会

・10/18小遠足

・10/4・25クラブ活動

・11/13・20クラブ活動

・11/21誕生会

・11/16合同作品展

・12/21誕生会

・12/13・20クラブ活動

・12/24クリスマス会

・12/17避難訓練


